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１．はじめに  

 2013 年伊豆大島土石流災害、2014 年広島土石流災害、2015 年関東・東北豪雨災害など、近年、激甚な土砂

災害に見舞われている。このような土砂災害では、ハードウエアのみでなく、ソフト・コマンド・ヒューマン

ウエアなど、多面的な対応が叫ばれているが、ハードウエア対策においては、堤防の強靭化に対する基本的な

思想に不十分な点があるように思われる。ここでは、2015 年関東・東北豪雨災害における鬼怒川決壊の経験

を踏まえて、このような環境下における、水際線堤防の構造的補強と材料的な改良による強靭化策のあり方に

ついて論ずることにする。 

２．事前に分かっていたこと 

 

 

図-1 室内実験結果に基づく侵食しやすい河川堤防の 

評価結果（藤田他,2011）1) 

３．激甚な堤防被災の要因と強靭化策  

(1) 鬼怒川堤防決壊調査から得られた知見の要約と課題 2) 

1）今回の激甚詐害を自然科学的側面からだけに限れば、表-1 に示したように、 

(i) 気候変動に起因する２つの台風による線状降水帯の形成、(ii) 堤防の脆弱性,(iii) 地形的脆弱性、が複合し

た結果と考える。ただし,これらのことを明言するためには,(i)異常な降雨と地球温暖化や気候変動との関係

性,(ii) 被災地が低平地であることとその水害への影響に関する定性的・定量的な詳細な証拠,(iii) 鬼怒川河川

底質と堤防材料の関係など、解決すべき課題は多い。 

2）那珂川水害などの経験を踏まえて,過去の教訓は生かされたのか？をより詳細に考察することも重要である。 

（２）レジリエンスな地域に向けた適応策（表-1 参照） 

＜ハードウエア対策＞ 

・堤防を強くするための方法は,①堤防構造体地震を強固にする方法と②堤防を構成する土（堤体材料）を強 

固なものにする方法の二つに大別される.どちらを採用するのかは行政の判断によるが,両方を併用するのがベ

ストである。ちなみに,現在行われている復旧は,堤防構造体自身を強固にする方法に属する。 

 キーワード 水際線堤防、構造的補強、材料的改良、粘着力 
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決壊した鬼怒川堤防を含めた関東地方のいく

つかの河川堤防の侵食脆弱性を実験的に調べた

藤田ら(2011)は,河川堤防の侵食メカニズムの解

明のための独自の実験装置を開発して,粒度特性

の異なる各種地盤材料の侵食特性に関する実験

を行った。その結果と河川堤防に関する地盤デ

ータベースを組み合わせて,関東地方の主要河川

堤防の侵食のしやすさを評価した。その結果,図

-1 に示すように,鬼怒川と小貝川の河川堤防は

侵食しやすい堤防であることがわかった。 

 実は、この研究は別の目的の一環で行われた

ものであったため、今回のような豪雨災害の事

前予測成果として公表されたものでなかったこ

とが惜しまれる。 
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・これまでに筆者ら 3)(2016)が行った数値計算か 

ら,堤体材料を強くするためには,摩擦力を上げ 

るよりは,粘着力を上げたほうが良いこと、が 

分かっている。具体的な分かりやすい例を示す 

とすれば,砂質土で堤防を作るときは,粘着力を付 

与するか、しっかり締固めた盛土を構築する,など 

が考えられる。具体的には、(i)堤防の下層部はし 

っかり締め固めて摩擦力を増加させる、(ii)堤防の 

上層部は固化剤を混合して粘着力を増加させる、 

というハイブリッドな方法が考えられる（図-2）。 

一方、今回のような激甚災害の場合は,応急復 

旧,原状復旧ではなく,粘り強い堤防を作る,という 

ような考え方に転換することが考えられる。 

＜ソフトウエア対策＞ 

・新潟など,低平地を有する地域における水害対策  

をレビューして,学ぶべきところはどこか？という 

立場で可能な方策の整理を行う。 

・SNS などユビキタスな避難警報のツールとシス 

テムの開発を進める。 

＜ヒューマンウエア対策＞ 

・温暖化や気候変動が自然災害の激甚化につなが 

っていることを含めた地域における防災教育,学校 

における防災教育のシステマティックな強化が望 

まれる。                                          図-2 堤体安定化のための堤防材料の改良方法 

・地域と連携して地域の経験や住民の伝統的・日 

常的な知恵を生かした防災対策を構築する。そのためには、ヒアリング調査などを実施する必要がある。 

＜コマンドウエア対策＞ 

・,地形特性に合った土地利用計画を進める。 

・産官学の連携の下に,SNS など,災害弱者でも容易に操作できるユビキタスな避難警報の伝達機器と方法の開

発を進める。 

４．まとめ 

1) 集中豪雨などによる水位の急な上昇を受ける砂質土堤防を強靭化させる一つの方法として、堤体の下層部

は締固め、上層部は粘着力を賦与するというハイブリッドな地盤改良を施すことが推奨できる。     

2) 2015 年 9 月に起きた関東・東北豪雨災害における鬼怒川決壊のような激甚災害の場合は,応急復旧,原状復旧

だけではなく,もっと進んだ方法によって,強化復旧する必要がある。そのための方策として,水害に対し強固な

堤防を作るのではなく,粘り強い堤防を作る,と言う考え方に転換することなどが考えられる。 
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表-1 堤防の決壊の要因と考えられる対応策 3) 

 

土木学会第71回年次学術講演会(平成28年9月)

 

-16-

CS5-008

 


